






































































































































































































































ことは確かである。それどころか図 2 にある 2 から 4 もまた現実的存在に他ならない。即ちわ
れわれの机の知覚に関連して、AからDまで、 2 から 4 までがそれぞれ別の生起として相互に
関係しつつ重なり合っている。

























3 - 2 　時空的広がりと心の外在性
　もっとも図 2 の状況のみを考えるという通常の解釈にも相当の根拠がある。それは因果性を
巡る問題である。



































ジェームズが 1 m20cm 飛び、同時にジョージが 1 m飛び上がった状況を考えよう。同位的区

























4 4 4 4
（offer）もの、良いものであれ悪いも
のであれ、用意したり備えたりする















































































レラによって最初に主張され（Valera et al., 1991）、さらにノエによって展開された（Noë, 2004）。
　確かにヴァレラはエナクションの能動性、それによる世界の構成を強調する立場からギブソ






















































































































































































5 ） こういった現実的存在についての通常の解釈については、例えば Cobb（2008）を参照。
6 ） 例えば Weber and Weeks（eds.) （2009)









10） Whitehead （1978/1929), 226、邦訳331-332頁。なお詳しい議論は先に挙げた拙稿（平田 , 2016）を参照。
11） これについては河野哲也（2005）を参照。
12） この相対性については染谷（2017）74-78を参照。
13） 以下は Fish（2010） 12, 邦訳18頁による
14） それゆえ現在の知覚論の議論では、生態学的知覚論は「選言説」（disjunctive theories）と言われる議
論の一種になる。これについては Fish（2010）第六章を参照。







論理的・必然的な体系を組み立てる努力である」（Whitehead, 1978/1929: 3, 邦訳 3 頁）としている。
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